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２０１１年（平成２３年）８月１５日

さらなる発展を願いさらなる発展を願い
南米協会定期総会開南米協会定期総会開催催

６
月

日
土
、
午
後
１
時

分
よ
り
当
協
会
の
平
成

年
度

２５

３０

２３

定
期
総
会
が
富
山
市
の
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ
テ
ル
３
階
、
緑
風
の
間

で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
で
は
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
新
会
長
・

理
事
長
が
選
任
さ
れ
た
。

新
会
長
・
理
事
長
を
選
任

開会挨拶を行う鹿熊会長

開
会
に
あ
た
り
、鹿
熊
会
長
が
、

次
の
旨
、
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

「
本
会
は
、
昭
和

年
に
発
足

５４

し
、
設
立

年
目
を
迎
え
る
。

３３

最
近
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
日

本
に
出
稼
ぎ
に
来
て
い
る
日
系
人

が
約

万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、

３０

景
気
低
迷
と
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
内
で
は
日
系
ブ
ラ
ジ

ル
人
の
在
住
者
が
５
年
前
の
ピ
ー

ク
時
に
は
四
六
〇
〇
人
に
の
ぼ
っ

た
が
、
派
遣
労
働
者
の
雇
用
環
境

が
厳
し
く
、
多
く
が
失
業
し
て
生

活
に
困
窮
し
、
在
住
者
は
約
三
〇

〇
〇
人
に
減
少
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

本
会
は
、
今
後
、
県
内
に
在
住

し
て
い
る
日
系
人
に
対
す
る
生
活

支
援
及
び
子
ど
も
の
教
育
問
題
に

も
取
組
み
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る

今
後
と
も
、
現
地
県
人
会
等
と

の
連
携
を
さ
ら
に
密
に
し
、
南
米

諸
国
と
の
交
流
を
深
め
、
友
好
・

親
善
の
促
進
を
目
指
し
て
、
各
種

の
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

く
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

申
し
上
げ
る
。」

来来来来来来来来来来来来来来来来来
賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓賓
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら
のののののののののののののののの
祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝

賓
か
ら
の
祝
辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞

県
知
事
代
理
と
し
て
ご
出
席
い

た
だ
い
た
夏
野
修
県
観
光
・
地
域

振
興
局
長
が
、
石
井
隆
一
知
事
か

ら
の
次
の
旨
の
祝
辞
を
代
読
さ
れ

た
。「

貴
協
会
は
、
昭
和

年
の
設

５４

立
以
来
、
富
山
県
と
南
米
諸
国
と

の
友
好
親
善
に
努
め
ら
れ
、
本
県

の
国
際
交
流
の
推
進
に
多
大
な
貢

献
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

県
と
南
米
諸
国
と
の
交
流
に
つ

い
て
は
、
現
地
県
人
会
や
ブ
ラ
ジ

ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
政
府
と
連
携

し
、
技
術
研
修
員
や
留
学
生
の
受

入
れ
、
日
本
語
教
師
の
派
遣
、
友

好
記
念
奨
学
金
の
交
付
等
の
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

特
に
昨
年
は
、
県
人
の
ブ
ラ
ジ

ル
移
住
百
周
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
富
山

県
人
会
創
立

周
年
、
県
と
サ
ン

５０

パ
ウ
ロ
州
と
の
友
好
提
携

周
年

２５

と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
に
あ
た

り
、
貴
協
会
と
連
携
し
て
総
勢
５３

名
か
ら
な
る
南
米
親
善
訪
問
団
を

派
遣
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
も

名
誉
団
長
と
し
て
訪
問
団
に
加
わ

り
、
初
め
て
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
問
す

る
機
会
を
い
た
だ
い
た
が
、
富
山

県
人
の
方
々
の
苦
難
に
満
ち
た
移

住
の
歩
み
や
今
日
の
活
躍
ぶ
り
を

直
に
見
聞
き
す
る
と
と
も
に
、
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
の
一
角
を
な
す
ブ
ラ
ジ

ル
の
目
覚
し
い
発
展
や
将
来
性
の

高
さ
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
改
め
て
貴
協
会
の
ご
尽
力
、

ご
支
援
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

る
。貴

協
会
で
は
、
南
米
親
善
訪
問

団
の
派
遣
を
は
じ
め
、
日
本
語
図

書
の
贈
呈
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教
室

の
開
催
等
の
事
業
を
展
開
し
て
お

ら
れ
る
ほ
か
、
県
内
在
住
の
南
米

出
身
者
に
対
す
る
食
糧
支
援
や
学

習
支
援
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
頂
い
て
い
る
。
今
後
と
も
、

本
県
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
、
そ
し
て

南
米
諸
国
と
の
交
流
推
進
に
、
格

別
の
ご
理
解
、
ご
尽
力
を
頂
く
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
る
。」

祝辞に立つ夏野局長

総会には会員らが多数参加

更
な
る
交
流
推
進
に

格
別
の
尽
力
を

南
米
と
の
架
け
橋
に

続
い
て
、
横
山
栄
県
議
会
副
議

長
が
坂
田
議
長
か
ら
の
次
の
旨
の

祝
辞
を
代
読
さ
れ
た
。

「
南
米
と
の
交
流
の
歴
史
は
、

県
人
が
移
住
さ
れ
た
明
治
後
期
ま

で
遡
る
。
昨
年
は
、
県
出
身
者
が

ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
て
か
ら
百
周

年
、
富
山
県
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
友

好
提
携

周
年
ブ
ラ
ジ
ル
富
山
県

２５

人
会
創
立

周
年
、
と
い
う
記
念

５０

す
べ
き
年
を
同
時
に
迎
え
た
年
で

あ
っ
た
。
本
年
か
ら
ま
た
新
た
な

交
流
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
と
な
る
が
、
昨
今
の
交
流
は

産
業
経
済
、
教
育
文
化
、
ス
ポ
ー 議会代表の横山副議長

ツ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
広
が
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く

思
っ
て
い
る
。
貴
協
会
は
、
設
立

以
来
、
本
県
と
南
米
諸
国
と
の
友

好
親
善
、交
流
事
業
を
実
施
さ
れ
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
こ
ら
れ

た
。
協
会
の
会
長
・
役
員
・
会
員

の
皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
と
ご

努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
感
謝
申
し

上
げ
る
。
貴
協
会
の
今
後
ま
す
ま

す
の
活
躍
に
よ
り
南
米
諸
国
と
の

国
際
交
流
が
よ
り
一
層
深
ま
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。
皆

様
方
に
は
富
山
県
と
南
米
諸
国
と

の
友
好
親
善
の
架
け
橋
と
し
て
、

さ
ら
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
た

い
。」
と
の
激
励
を
頂
い
た
。

海
外
技
術
研
修
員

海
外
技
術
研
修
員
・・

森
山
氏
の
紹

森
山
氏
の
紹
介介

今
年
度
の
海
外
派
遣
研
修
員
と

し
て
６
月

日
に
来
県
さ
れ
た
森

２２

山
・
マ
リ
エ
ラ
・
メ
ル
セ
デ
ス
氏

の
紹
介
も
行
わ
れ
た
。
マ
リ
エ
ラ

さ
ん
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
ネ

ウ
ケ
ン
出
身
。
昭
和

年
に
母
方

２５

の
祖
父
が
福
岡
町
か
ら
移
住
し
た

森
山
家
の
３
女
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
菓
子
職
人

と
し
て
主
に
洋
菓
子
を
中
心
と
し

た
ス
イ
ー
ツ
の
製
作
に
あ
た
っ
て

い
た
が
、「
父
の
故
郷
で
あ
る
日
本

の
お
菓
子
の
味
と
伝
統
を
勉
強
し

た
い
」
と
一
念
発
起
し
、
今
回
の

来
県
と
な
っ
た
。

富
山
県
で
は
７
月
か
ら
９
月
ま

で
高
岡
市
の
大
野
屋
、

月
か
ら

１０

月
ま
で
高
岡
市
の
中
尾
清
月
堂

１１

森山・マリエラ・メルセデス氏

で
和
菓
子
の
製
造
現
場
に
立
つ
こ

と
と
な
る
予
定
。

森
山
氏
は
「
父
の
故
郷
で
あ
る

日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
嬉
し
い
。
こ
こ
で
自
分
の
ル
ー

ツ
で
あ
る
日
本
の
和
菓
子
の
味
と

伝
統
を
十
分
に
吸
収
し
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
に
持
ち
帰
り
、
日
本
の
和

菓
子
の
お
い
し
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

ま
た
「
富
山
に
つ
い
て
一
番
の
驚

き
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
立
山
連
峰

が
目
の
前
に
迫
る
く
ら
い
、
大
き

く
見
え
る
こ
と
。
私
の
生
ま
れ
故

郷
は
草
原
が
地
平
線
に
ま
で
広
が

る
光
景
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で

新
鮮
で
す
。」と
富
山
に
来
た
第
一

印
象
を
語
っ
た
。「
富
山
は
水
が
お

い
し
い
と
聞
き
ま
す
。
菓
子
作
り

に
は
水
は
と
て
も
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
ー
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
伝
統
的

な
お
菓
子
も
こ
こ
で
作
れ
ば
お
い

し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。」と
菓
子

職
人
な
ら
で
は
の
意
見
も
出
て
き

た
り
と
、今
後
が
楽
し
み
で
あ
る
。

祝祝
電
一
電
一
覧覧

富
山
市
長

森

雅
志

射
水
市
長

夏
野

元
志

上
市
町
長

伊
東

尚
志

富
山
県
議
会
議
員

山
本

徹

衆
議
院
議
員

長
勢

甚
遠
・
宮
腰

光
寛

橘

慶
一
郎

参
議
院
議
員

広
野
た
だ
し
・
山
田

俊
男

又
市

征
治
・
森
田
た
か
し総会の森山氏とエヴェルソン氏

餌

影

営

映
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マリエラさんのQ&A
煙日本に来て強く感じることは？
自国では日本人とみられ、富山でも
亜国出身とは思われず、アイデンテ
ィティに違和感がある。

煙富山で行ってみたいところは？
五箇山地方と魚津の水族館

煙好きな日本食は？
魚が好き。富山湾のブリ

煙アルゼンチンと日本の違いは？
日本は緯度が低く夏の日照時間が短
い（アルゼンチンの日没は２２～２３時）

煙得意なお菓子は？
コーンスターチと小麦粉で作るショ
ートケーキ

煙日本に来て一番したいことは？
いろんなものを食べてみたい。
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株
式
会
社
旭
工
業

代
表
取
締
役前

田

誠

南
砺
市
殿

射
水
建
設
興
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長夏

野

麗

子

射
水
市
小
島

魚
津
清
掃
公
社

代
表
取
締
役廣

瀬

和

夫

魚
津
市
大
光
寺

株
式
会
社
小
川
温
泉

代
表
取
締
役
社
長

鹿

熊

裕

二

朝
日
町
湯
ノ
瀬

有
限
会
社
河
合
呉
服
店

代
表
取
締
役河

合

常

晴

南
砺
市
城
端

北
日
本
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

川

口

秀

春

富
山
市
草
島

北
日
本
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

河

合

隆

富
山
市
安
住
町

高
新
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役高

平

伸

立
山
町
大
清
水

有
限
会
社
酒
井
工
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
表
取
締
役酒

井

佐
和
子

朝
日
町
草
野

坂
井
石
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役坂

井

昭

二

立
山
町
坂
井
沢

新
栄
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役高

平

剛

立
山
町
大
清
水

株
式
会
社
新
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
表
取
締
役
会
長

市

森

武

富
山
市
吉
作

高
岡
地
方
交
通
株
式
会
社

取
締
役
社
長渡

邊

守

人

高
岡
市
末
広
町

株
式
会
社
タ
カ
ギ
セ
イ
コ
ー

代
表
取
締
役
社
長

笠

井

千

秋

高
岡
市
二
塚

道
路
技
術
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役山

本

光

夫

射
水
市
橋
下
条

南米諸国との交流推進を期待します 五十音順南米諸国との交流推進を期待します 五十音順

南南
米
協
会
新
会
長

南
米
協
会
新
会
長
にに

河
合
常
則
前
参
議
院
議
員
が
就

河
合
常
則
前
参
議
院
議
員
が
就
任任

河河河河河河河河河河河河河河河河
合合合合合合合合合合合合合合合合
会会会会会会会会会会会会会会会会
長長長長長長長長長長長長長長長長
・・・・・・・・・・・・・・・・
四四四四四四四四四四四四四四四四
方方方方方方方方方方方方方方方方
理理理理理理理理理理理理理理理理
事事事事事事事事事事事事事事事事
長長長長長長長長長長長長長長長長
とととととととととととととととと
もももももももももももももももも

河
合
会
長
・
四
方
理
事
長
と
も
ににににににににににににににににに

満満満満満満満満満満満満満満満満
場場場場場場場場場場場場場場場場
一一一一一一一一一一一一一一一一
致致致致致致致致致致致致致致致致
でででででででででででででででで
選選選選選選選選選選選選選選選選

満
場
一
致
で
選
任任任任任任任任任任任任任任任任任

就任の挨拶を行う河合新会長

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
、
板
倉

常
務
理
事
か
ら
、「
皆
様
に
は
ご
承

知
の
と
お
り
、
現
在
の
役
員
の
任

期
は
２
年
と
な
っ
て
お
り
、
本
年

が
全
員
改
選
の
年
で
あ
り
ま
す
の

で
、
本
日
の
定
期
総
会
で
は
、
前

年
度
と
異
動
の
あ
る
一
部
の
役
員

を
含
め
、全
て
の
役
員
に
つ
い
て
、

改
選
を
致
し
ま
す
。
先
ず
、
会
長

に
つ
い
て
は
、
先
の
理
事
会
に
お

い
て
、
平
成
７
年
以
来
こ
れ
ま
で

務
め
ら
れ
た
鹿
熊
安
正
会
長
が
辞

意
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
後
任
者

に
つ
い
て
お
諮
り
し
た
と
こ
ろ
、

全
員
一
致
に
よ
り
、『
前
参
議
院
議

員
の
河
合
常
則
さ
ん
に
ご
就
任
い

た
だ
く
こ
と
に
し
て
は
、如
何
か
』

と
い
う
こ
と
で
、
ま
と
ま
り
、
ご

本
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
ま
し
た
。」

と
の
提
案
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

河
合
新
会
長
か
ら
、「
皆
様
方
の

協
力
を
得
て
任
期
を
全
う
し
た

い
。
昨
年
は
富
山
県
人
ブ
ラ
ジ
ル

移
住
１
０
０
周
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
富

山
県
人
会
発
足

周
年
及
び
富
山

５０

県
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
友
好
提
携
２５

周
年
と
い
う
節
目
の
時
期
で
あ
っ

た
。
今
後
こ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
る

た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
行
事
が

続
け
ら
れ
、
深
ま
っ
て
い
く
よ
う

に
し
た
い
。」旨
の
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
。

ま
た
理
事
長
、
常
任
理
事
の
役

員
改
選
も
行
わ
れ
た
。

板
倉
常
務
理
事
は
そ
の
中
で

「
理
事
長
に
つ
い
て
、
前
理
事
長

の
平
村
国
光
さ
ん
の
後
任
と
し
て

県
議
会
か
ら
推
挙
さ
れ
た
四
方
正

治
さ
ん
に
、
理
事
長
と
し
て
ご
苦

労
を
お
願
い
し
た
く
存
じ
ま
す
。

理
事
長
に
四
方
県
議
を
選
出

次
に
常
任
理
事
で
は
、
県
議
会
か

ら
推
薦
い
た
だ
い
た
坂
田
光
文
さ

ん
、
高
平
公
嗣
さ
ん
、
杉
本
正
さ

ん
、
坂
野
裕
一
さ
ん
を
常
任
理
事

に
推
挙
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。」と

の
提
案
が
な
さ
れ
、
こ
れ
も
満
場

一
致
で
可
決
し
た
。

海
外
移
住
家
族

海
外
移
住
家
族
会会周

年
記
念
講

周
年
記
念
講
演演

５０５０外務省渡邊審議官

富
山
県
海
外
移
住
家
族
会
設
立

周
年
を
記
念
し
て
、
渡
邊
優
外

５０務
省
大
臣
官
房
審
議
官
が
「
我
が

国
の
対
中
南
米
外
交
政
策
」
と
題

し
て
講
演
を
行
っ
た
。

渡
邊
氏
は
、
日
本
の
対
中
南
米

外
交
政
策
と
し
て
①
経
済
関
係
の

強
化
②
国
際
場
裏
で
の
連
携
③
安

定
的
発
展
に
対
す
る
支
援
と
い
う

３
つ
の
柱
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ

た
。先

ず
、
経
済
関
係
の
強
化
に
つ

い
て
「
中
南
米
は
新
興
経
済
地
域

で
経
済
規
模
も
着
実
に
拡
大
し
て

い
る
。
か
つ
て
は
高
イ
ン
フ
レ
や

債
務
な
ど
経
済
危
機
も
あ
っ
た

が
、
過
去
を
教
訓
と
し
た
健
全
な

財
政
政
策
を
行
っ
て
お
り
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
中
国
と
同
規
模
に
ま
で
な
っ

た
」
と
有
望
な
成
長
市
場
で
あ
る

こ
と
、
さ
ら
に
天
然
資
源
や
食
料

も
豊
富
で
あ
り
、
日
本
と
し
て
は

官
民
連
携
を
通
じ
た
経
済
関
係
の

強
化
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
強
調

し
た
。

中
南
米
外
交
政
策
に
つ
い
て

ま
た
連
携
で
は
、
国
際
社
会
で

の
中
南
米
の
発
言
力
も
高
ま
り
、

国
連
加
盟
国
１
９
２
ヶ
国
の
う
ち

済
社
会
開
発
・
民
主
制
度
定
着
の

た
め
の
支
援
が
今
後
も
重
要
に
な

る
と
解
説
さ
れ
た
。

パワーポイントを使用しての講演

％
に
あ
た
る

ヶ
国

１７

３３

が
中
南
米
に
存
在
し
て

い
る
。
経
済
・
気
候
変

動
・
核
軍
縮
・
安
保
理

改
革
な
ど
日
本
が
様
々

な
分
野
で
協
力
で
き
る

フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
、

効
果
的
な
働
き
か
け
が

必
要
で
あ
る
。

一
方
で
大
き
な
貧
富

の
格
差
が
あ
る
事
実
も

紹
介
。
そ
の
結
果
、
貧

困
層
を
支
持
基
盤
と
す

る
急
速
的
な
政
権
が
多

く
誕
生
し
て
き
て
お

り
、
日
本
の
取
組
み
と

し
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
な
ど
の
経

陰

右

韻

宇

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

河合常則新会長のプロフィール
富山県東礪波郡城端町（現南砺市）出身
１９５５年 富山県立福野高等学校・１９６１年慶應義塾大学経済学部卒業
１９６４年 城端町議会議員に当選。以後連続３期務める。
１９７５年 富山県議会議員に当選。以後８期連続務める。
１９９１年 富山県議会議長に就任。
２００４年 第２０回参議院議員通常選挙に富山県選挙区から出馬し当選。
２００６年 安倍内閣で総務大臣政務官に任命。その後、参院総務委員会理事。
２００９年 参議院内閣委員長に就任。
２０１０年 任期満了により引退。
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に
い
か
わ
信
用
金
庫

理
事
長

千

田

則

行

魚
津
市
双
葉
町

株
式
会
社
婦
中
興
業

代
表
取
締
役
社
長

竹

内

茂

富
山
市
婦
中
町
速
星

株
式
会
社
北
日
商
会

代
表
取
締
役竹

内

茂

富
山
市
婦
中
町
速
星

北
陸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
株
式
会
社

取
締
役
社
長荒

井

毅

高
岡
市
笹
川

株
式
会
社
北
陸
銀
行

頭

取
髙

木

繁

雄

特
別
参
与

八

嶋

健

三

富
山
市
堤
町
通

丸
新
志
鷹
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

志

鷹

新

樹

立
山
町
芦
峅
寺

株
式
会
社
四
方
組

取
締
役
社
長四

方

正

江

射
水
市
作
道

米
原
商
事
株
式
会
社

砺
波
市
栄
町

Ｙ
Ｋ
Ｋ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

猿

丸

雅

之

黒
部
市
吉
田

南米諸国との交流推進を期待します 五十音順

平平
成

年
度
事
業
報
告
並
び
に
平
成

年
度
事
業
活
動

平
成

年
度
事
業
報
告
並
び
に
平
成

年
度
事
業
活
動
案案

２２２２

２３２３

平
成

年
度
事
業
報

平
成

年
度
事
業
報
告告

２２２２

鹿
熊
会
長
を
議
長
と
し
て
議
事

が
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
平
成
２２

年
度
の
事
業
及
び
収
支
決
算
に
つ

い
て
、
橘
事
務
局
長
か
ら
説
明
が

行
わ
れ
た
。

①
機
関
誌
発
行

「
南
米
と
と
や
ま
」
年
２
回

「
南
米
協
会
だ
よ
り
」
年
４
回

②
南
米
情
報
収
集
事
業

③
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教
室
の
開
催

（
富
山
、
高
岡
の
二
会
場
）

④
県
費
留
学
生
及
び
海
外
技
術
研

修
員
の
受
入
協
力

交
流
事
業
開
催
な
ど
の
支
援
を

実
施
。
な
お
鹿
熊
会
長
よ
り
小
川

温
泉
元
湯
へ
宿
泊
招
待
、
北
日
本

新
聞
社
よ
り
北
日
本
新
聞
納
涼
花

火
大
会
へ
の
招
待
を
受
け
る
な

ど
、
当
協
会
会
員
有
志
か
ら
も
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。

⑤
郷
土
訪
問
者
の
歓
迎

今
年
度
は
伊
東
嘉
章
ブ
ラ
ジ
ル

県
人
会
リ
オ
支
部
長
、
タ
イ
ス
・

ウ
エ
ダ
元
技
術
研
修
生
、
川
滝
幾

郎
在
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
県
人
会
会
長

の
３
名
の
方
が
富
山
に
来
県
さ

れ
、
交
流
を
深
め
た
。

定期総会の様子

⑥
南
米
関
係
者
等
と
の
懇
談
・
交

流
事
業

南
米
諸
国
か
ら
県
内
大
学
等
で

研
究
、
技
術
協
力
を
行
っ
て
い
る

方
々
に
対
し
交
流
機
会
を
設
け
る

と
と
も
に
、
交
流
行
事
へ
の
参
加

を
呼
び
掛
け
た
。

⑦
移
住
関
係
者
の
援
護
事
業

⑧
現
地
の
日
本
語
の
普
及

県
人
会
本
部
・
支
部

ヶ
所
に

１７

計
３
５
１
冊
の
書
籍
を
寄
贈
。

⑨
在
県
南
米
出
身
者
支
援

在
住
日
系
人
へ
の
生
活
支
援
と

し
て
、
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
即
席

ラ
ー
メ
ン
を
日
系
人
援
助
団
体
と

協
力
し
支
援
し
た
。

ま
た
、
海
外
移
住
家
族
会
と
合

同
で
子
ど
も
ら
に
補
習
用
教
材
等

を
提
供
し
た
。

９
月
２
日
に
は
、
日
系
人
の
子

ど
も
が
高
校
入
試
に
お
い
て
、
不

利
に
な
ら
な
い
よ
う
何
ら
か
の
配

慮
措
置
を
と
る
よ
う
鹿
熊
会
長
が

県
教
育
委
員
会
に
要
望
書
を
提
出

し
た
。

さ
ら
に
、
本
県
在
住
の
南
米
出

身
者
の
相
談
窓
口
と
な
り
、
情
報

提
供
、
助
言
、
日
本
語
支
援
等
を

行
っ
た
。（
個
人
営
業
開
始
の
相

談
、
乳
児
の
保
育
園
継
続
の
相
談

な
ど
）

⑩
県
人
移
住
者
の
調
査
事
業
・
家

族
名
簿
補
充

ブ
ラ
ジ
ル
県
人
会
の
精
力
的
な

調
査
に
よ
り
、
昨
年
の
富
山
県
人

移
住
１
０
０
周
年
を
祝
う
記
念
式

典
に
お
い
て
、
一
九
一
〇
年
に
旅

順
丸
で
渡
航
し
た
県
３
家
族
が
め

で
た
く
揃
う
場
面
が
あ
り
話
題
に

花
を
添
え
た
。
昨
年
の
南
米
親
善

訪
問
団
の
派
遣
に
よ
り
、
現
地
幹

部
と
の
連
絡
が
密
に
な
り
、
家
族

名
簿
等
の
再
調
査
に
向
け
て
の
準

備
が
前
進
し
た
。

現地の記念式典であいさつする石井知事

今
年
度
は
新
た
に
南
米
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。

「
南
米
協
会
だ
よ
り
」「
南
米
と

と
や
ま
」
を

時
間
自
由
に
イ
ン

２４

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
し
、
海
外
研
修
員
の
動
向
や

海
外
派
遣
教
員
か
ら
み
た
ミ
ラ
ン

ド
ポ
リ
ス・ア
リ
ア
ン
サ
な
ど
の

情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
伝
え
る
。

ま
た
富
山
の
紹
介
と
し
て
ラ
イ
チ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新

ョ
ウ
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
県
内
の
名
産

品
・
県
鳥
な
ど
を
紹
介
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
ペ
ー
ジ
も
設
置
す
る
。

そ
の
効
果
は
、
富
山
だ
け
で
な
く
、
全

国
各
地
、
国
外
の
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
な
ど
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
が
増
え
、
今

後
は
紙
上
だ
け
で
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
の
情
報
発
信
も
可
能
と
な
る
。

近
年
の
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
で
い
く
中
、
会

員
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
今
後
発
展
し
た
活

動
が
求
め
ら
れ
る
。

南米協会HPアドレス

www.nanbeikyoukai.com

「
昨
年
の
よ
う
な
訪
問
団
派
遣
事
業
は

な
い
が
、
今
年
度
は
、
南
米
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
容
易
に
な
る
よ
う
、
新
た
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
版
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す

る
」
と
述
べ
、
現
状
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
考
え
を
示
し
た
。

ま
た
南
米
に
帰
国
す
る
デ
カ
セ
ギ
日
系

人
の
増
加
に
伴
い
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が

帰
国
後
に
現
地
の
教
育
に
適
応
で
き
る
よ

う
、
日
系
人
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
教
室
の
新
設
等
、
事
業
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
」
旨
の
説
明
が

行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
表
記
の

ペ
ー
ジ
を
追
加

南米親善訪問団の記録

⑪
南
米
親
善
訪
問
団

昨
年
は
、「
富
山
県
人
ブ
ラ
ジ
ル

移
住
１
０
０
周
年
」、「
富
山
県
人

会
発
足

周
年
」、及
び「
富
山
県・

５０

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
友
好
提
携

周
２５

年
」
が
重
な
る
節
目
の
年
に
当
た

り
、
本
県
か
ら
石
井
知
事
、
鹿
熊

県
議
会
議
長
を
含
む

名
が
ブ
ラ

５３

ジ
ル
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ペ
ル
ー
・

の
現
地
を
訪
問
し
、
交
流
を
深
め

た
。ま

た
、
県
内
で
も
、
富
山
県
サ

ン
パ
ウ
ロ
州
友
好
提
携

周
年
記

２５

念
事
業
と
し
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

代
表
団
の
日
野
理
事
ら
２
名
を
迎

え
、
記
念
講
演
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
記
念
交
流
写
真

展
の
開
催
等
の
ほ
か
歓
迎
交
流
祝

賀
会
を
行
っ
た
。

以
上
の
事
業
の
成
果
並
び
に
収

次
に
、
平
成

年
度
の
事
業
計

２３

画
案
及
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

橘
事
務
局
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

「
本
協
会
の
設
立
目
的
に
沿

い
、
中
南
米
諸
国
に
お
い
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
富
山
県
出
身
移
住
者

及
び
子
弟
家
族
と
の
絆
を
よ
り
一

層
強
め
る
と
と
も
に
、
父
祖
の
郷

土
富
山
の
地
縁
・
血
縁
並
び
に
風

土
に
培
わ
れ
た
文
化
を
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
本
県

と
移
住
先
と
の
交
流
を
深
め
、
こ

れ
ら
の
諸
国
・
地
域
と
の
友
好
親

善
の
促
進
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を

柱
と
す
る
事
業
計
画
の
案
を
述
べ
、

従
来
の
活
動
を
基
本
と
し
な
が
ら

も
発
展
さ
せ
る
考
え
を
示
し
た
。

平
成

年
度
事
業
活
動
案

２３

支
決
算
の
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
成
瀬
監
事
か
ら
監
査

報
告
が
あ
り
、
年
度
事
業
報
告
、

２２

収
支
決
算
と
も
満
場
一
致
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
た
。

リニューアルされたＨＰ
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富
山
県
海
外
移
住
家
族
会会会会会会会会会会会会会会会会会

設設設設設設設設設設設設設設設設
立立立立立立立立立立立立立立立立
五五五五五五五五五五五五五五五五
十十十十十十十十十十十十十十十十
周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年
記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念
式式式式式式式式式式式式式式式式
典典典典典典典典典典典典典典典典
開開開開開開開開開開開開開開開開

設
立
五
十
周
年
記
念
式
典
開
催催催催催催催催催催催催催催催催催

南
米
協
会
の
総
会
終
了
後
、
本

会
の
姉
妹
団
体
で
、
昭
和
三
十
六

年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
移
住
者

の
援
護
、
留
守
家
族
間
の
情
報
交

換
等
を
目
的
と
し
て
、
半
世
紀
に

わ
た
り
活
動
し
て
き
た
富
山
県
海

外
移
住
家
族
会
が
こ
の
た
び
設
立

五
十
周
年
を
迎
え
た
の
で
、
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
同
会
鹿
熊
会
長
か
ら
、

「
今
日
は
、
多
数
の
来
賓
の
皆
様

に
ご
臨
席
頂
き
、
海
外
移
住
家
族

会
設
立
五
十
周
年
記
念
式
典
が
開

催
で
き
る
こ
と
は
喜
び
で
あ
る
。

か
つ
て
本
県
か
ら
世
界
各
国
に

約
三
千
人
の
海
外
移
住
者
が
あ

り
、う
ち
四
分
の
三
は
中
南
米
で
、

と
く
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
集
中
し
た
。

当
時
の
長
引
く
不
況
と
過
剰
人
口

の
対
策
と
し
て
、
国
策
に
よ
り
移

民
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
初

期
に
ア
リ
ア
ン
サ
富
山
村
の
分
譲

を
受
け
た
開
拓
農
業
移
民
が
渡
航

さ
れ
た
が
、
他
の
多
数
は
、
資
産式典には７０名を超す会員が出席

も
な
い
農
業
労
働
者
で
、
い
ず
れ

も
悲
惨
な
苦
労
に
耐
え
ら
れ
た
。

戦
後
は
、
子
ど
も
の
教
育
を
優

先
す
る
た
め
農
村
を
離
れ
、
都
市

又
は
近
郊
で
洗
濯
店
や
花
屋
等
へ

転
身
し
た
家
族
も
多
い
と
聞
く
。

本
家
族
会
は
、
現
地
の
困
難
な
実

情
と
要
望
を
県
行
政
に
伝
え
、
移

住
者
援
護
及
び
情
報
交
換
を
目
的

に
昭
和
三
十
六
年
に
設
立
さ
れ

た
。
そ
し
て
県
に
よ
る
移
住
者
農

地
取
得
資
金
融
資
制
度
の
導
入
、

県
費
留
学
生
・
海
外
技
術
研
修
員

の
受
入
れ
等
に
協
力
し
て
き
た
。

現
在
は
、
逆
に
、
南
米
か
ら
日
系

人
が
デ
カ
セ
ギ
の
た
め
、
県
内
に

多
数
在
住
し
、
そ
の
子
弟
の
教
育

等
に
支
援
し
て
い
る
。
今
後
、
南

米
は
資
源
食
糧
等
の
供
給
基
地
と

し
て
期
待
さ
れ
る
。
県
出
身
者
が

多
数
現
地
で
信
頼
を
得
て
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
南
米
と
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
は
重
要
な
意
義
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
支
援
を
い
た
だ
い

た
県
当
局
を
は
じ
め
関
係
各
位
に

心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

る
。」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

鹿
熊
会
長
あ
い
さ
つ

次
に
、
知
事
の
代
理
と
し
て
臨

席
さ
れ
た
夏
野
修
県
観
光
・
地
域

振
興
局
長
に
よ
り
、
石
井
隆
一
知

事
か
ら
の
次
の
旨
の
祝
辞
が
代
読

さ
れ
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る

中
で
、
真
に
心
が
通
い
あ
う
交
流

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政

だ
け
で
な
く
民
間
団
体
も
含
む
幅

広
い
交
流
が
不
可
欠
で
あ
り
、
富

山
県
海
外
移
住
家
族
会
の
果
た
す

来
賓
か
ら
の
祝
辞

役
割
は
、ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。

五
十
周
年
を
契
機
に
、
本
県
と
南

米
を
は
じ
め
各
移
住
先
国
と
の
友

好
の
架
け
橋
と
し
て
、
一
層
の
ご

尽
力
を
お
願
い
し
た
い
。」（
全
文

下
段
に
掲
載
）

引
き
続
き
、
県
議
会
を
代
表
し

て
坂
田
議
長
に
代
わ
り
横
山
栄
副

議
長
か
ら
、
さ
ら
に
移
住
業
務
を

推
進
し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
友
部
秀

器
北
陸
支
部
長
か
ら
祝
辞
が
あ
っ

た
。

多数の国会議員が来臨

富
山
市
長

森

雅
志

射
水
市
長

夏
野

元
志

魚
津
市
長

澤
崎

義
敬

移
住
者
の
援
護
・
支
援
に
永
年

取
り
組
ん
だ
中
筋
國
雄
副
会
長
及

び
中
根
英
子
理
事
（
富
山
市
海
外

移
住
家
族
会
会
長
）
が
鹿
熊
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

中
筋
副
会
長
は
、
昭
和

年
に

５５

同
家
族
会
理
事
に
就
任
。
平
成
元

年
に
は
副
会
長
と
な
る
。

年
に

３１

わ
た
り
、
移
住
者
の
援
護
、
留
守

家
族
間
の
情
報
交
換
等
に
尽
力
。

中
根
英
子
同
会
理
事
に
お
い
て

は
平
成

年
理
事
に
就
任
。
翌
年

１０

か
ら
富
山
市
海
外
移
住
家
族
会
の

会
長
を
務
め
る
。

両
氏
は
、
い
ず
れ
も
同
家
族
会

発
足
と
同
時
に
同
会
員
と
な
り
、

相
互
親
睦
、
家
族
間
連
絡
及
び
移

住
事
業
の
促
進
を
図
る
た
め
、
活

動
に
携
わ
り
発
展
に
寄
与
し
、
他

の
模
範
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ブ
ラ

ジ
ル
を
含
む
交
流
活
動
に
積
極
的

に
参
加
す
る
な
ど
今
後
の
活
動
に

も
い
っ
そ
う
の
期
待
が
さ
れ
て
い

る
。

永年の功績が認められた中筋氏

草の根活動を続けた中根氏

中中中
筋
國
雄

筋
國
雄
氏氏

現
職

県
家
族
会
理
事

富
山
市

海
外
移
住
家
族
会
会
長

（
前
ブ
ラ
ジ
ル
県
人
会
長

根
塚
弘
氏
の
姉
）

平
成
元
年

富
山
市
海
外
移
住
家

族
会
理
事

平
成
９
年

富
山
市
海
外
移
住
家

族
会
副
会
長

平
成

年

県
家
族
会
理
事

１０

平
成

年

富
山
市
海
外
移
住
家

１１

族
会
会
長

平
成

年

と
や
ま
国
際
セ
ン
タ

２２

ー「
草
の
根
交
流
賞
」

を
受
賞

中中中
根
英
子

根
英
子
氏氏

知

事

祝

辞

紫
陽
花
が
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る

季
節
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
本

日
、
多
く
の
ご
来
賓
や
関
係
の
皆

様
の
ご
出
席
の
も
と
、
富
山
県
海

外
移
住
家
族
会
の
設
立

周
年
記

５０

念
式
典
が
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

貴
会
に
は
、
昭
和

年
の
設
立

３６

以
来
、

年
の
長
き
に
わ
た
り
、

５０

本
県
移
住
者
へ
の
援
護
や
留
守
家

族
の
相
互
協
力
の
推
進
に
努
め
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
南
米

か
ら
の
留
学
生
及
び
研
修
員
の
受

け
入
れ
協
力
や
、
本
県
移
住
者
の

調
査
と
名
簿
整
備
へ
の
協
力
な
ど

に
も
取
り
組
ま
れ
、
移
住
先
国
と

の
友
好
親
善
に
も
大
き
く
寄
与
し

て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
に
、
鹿
熊
会
長
を
は
じ
め

歴
代
役
員
、
並
び
に
会
員
の
皆
様

方
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
に
、
心

か
ら
敬
意
を
表
し
、
感
謝
申
し
あ

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
ほ
ど
感
謝
状
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
一
層
ご

活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。

富
山
県
か
ら
海
外
へ
の
移
住

は
、
明
治

年
（
１
８
８
５
年
）

１８

に
ハ
ワ
イ
へ
渡
っ
た
６
名
が
そ
の

始
ま
り
だ
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

以
降
、
３
千
名
余
り
の
方
々
が
ハ

ワ
イ
の
み
な
ら
ず
太
平
洋
の
向
こ

う
の
国
々
へ
雄
飛
さ
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
南
米
諸
国
へ
は
、
明

治

年
（
１
９
０
９
年
）
に
県
人

４２名
が
ペ
ル
ー
の
地
を
踏
ん
で
以

１６来
、
２
千
名
余
り
の
方
々
が
ブ
ラ

ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ほ
か
南
米

各
地
に
移
住
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、移
住
さ
れ
た
県
人
の
方
々
は
、

持
ち
前
の
越
中
魂
を
遺
憾
な
く
発

揮
さ
れ
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越

え
、
現
地
社
会
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。昨
年
、

南
米
親
善
訪
問
団
の
一
員
と
し
て

ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
れ
た
際
に
、
先
人

の
苦
闘
の
歴
史
と
現
在
の
県
人
の

皆
さ
ん
の
活
躍
ぶ
り
を
じ
か
に
見

聞
き
し
、
富
山
県
人
と
し
て
誇
ら

し
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
な

か
、
真
に
心
が
通
い
あ
う
交
流
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
民
間
団
体
も
含
め
た

幅
広
い
交
流
が
不
可
欠
で
あ
り
、

貴
会
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ

の
た
び
の

周
年
を
契
機
に
、
本

５０

県
移
住
者
と
留
守
家
族
支
援
の
中

心
と
し
て
、
ま
た
、
本
県
と
南
米

を
は
じ
め
移
住
先
国
と
の
友
好
の

架
け
橋
と
し
て
、
一
層
の
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
富
山
県
海
外
移
住

家
族
会
の
限
り
な
い
ご
発
展
と
、

鹿
熊
会
長
は
じ
め
、
本
日
ご
列
席

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
、

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し

て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。平

成
二
十
三
年
六
月
二
十
五
日

富
山
県
知
事

石
井

隆
一

祝「家族会」設立５０周祝「家族会」設立５０周年年
移 住 者 を 支 え 共 に 前移 住 者 を 支 え 共 に 前 進進

祝祝
電
一
電
一
覧覧

中
筋
氏
と
中
根
氏
を
表

中
筋
氏
と
中
根
氏
を
表
彰彰

中
筋
國
雄
氏

中
根
英
子
氏

石井隆一知事

現
職

（
６
月
末
ま
で
）富
山
県
海

外
移
住
家
族
会
副
会
長

氷
見
市
芸
術
文
化
団
体
協

議
会
会
長

経
歴

公
立
小
学
校
教
員
と

し
て
　

年
間
、
奉
職

２７

昭
和
　

年
　

県
家
族
会
理
事

５５

平
成
元
年
　
県
家
族
会
副
会
長
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ブラジル県人会会長
市川利雄

　
富
山
県
海
外
移
住
家
族
会
の
設

立
　

周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

５０
ざ
い
ま
す
。

　
設
立
当
初
よ
り
貴
家
族
会
に
お

れ
ま
し
て
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
富
山

県
人
移
住
者
に
対
し
て
、
当
地
に

限
ら
ず
帰
国
時
の
郷
土
で
も
尋
常

な
ら
ぬ
御
配
慮
を
頂
き
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
１
９
６
０
年
代
か
ら
富
山
県
が

先
陣
を
き
り
、
県
人
移
住
者
の
子

弟
に
対
し
、
富
山
県
の
大
学
へ
の

留
学
、
ま
た
県
内
の
企
業
、
県
機

関
な
ど
官
公
庁
で
の
研
修
生
を
受

け
入
れ
て
頂
い
た
こ
と
に
よ
り
、

訪問団の知事、議長と並ぶ百年の家族

風
俗
、習
慣
の
異
な
る
と
こ
ろ
で
、

新
し
い
生
活
に
挑
戦
、
多
年
に
亘

っ
て
地
域
に
根
を
下
ろ
し
、
各
国

の
発
展
に
地
道
に
貢
献
を
す
る
と

と
も
に
夢
あ
る
人
生
の
「
礎
」
を

築
い
て
き
た
の
で
す
。

　
日
本
人
移
住
者
は
一
生
を
通
じ

て
死
ぬ
ま
で
一
貫
し
て
正
直
さ
と

勤
勉
さ
を
示
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
日
本
人
の
特
性
で
日
本
の

持
ち
合
わ
せ
た
文
化
で
す
。
こ
れ

が
外
国
に
渡
っ
て
他
の
文
化
、
外

国
人
と
ぶ
つ
か
り
衝
突
し
あ
っ
て

新
た
な
文
化
的
な
形
成
を
成
し
遂

げ
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
は
理
屈

で
は
な
く
、
生
の
生
活
そ
の
も
の

な
の
で
す
。　
日
本
人
の
誇
り
と

母
県
富
山
を
繋
ぐ
思
い
に
、
こ
う

後
継
者
と
し
て
活
躍
す
る
彼
ら
の

技
術
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
受
入
れ
事
業
が
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
家
族
と
県
内
に
居
る
留
守
家
族

及
び
県
関
係
者
と
の
付
き
合
い
の

う
え
で
、
非
常
に
強
い
き
ず
な
で

繋
が
る
基
礎
と
な
り
、
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
、
衆
目

の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ

は
、
富
山
県
の
歴
代
知
事
を
は
じ

め
国
際
担
当
課
の
温
か
い
ご
配
慮

に
加
え
て
、貴
家
族
会
の
皆
様
が
、

創
設
の
頃
か
ら
若
い
彼
ら
の
滞
在

中
に
、
親
身
に
な
り
励
ま
し
お
世

話
を
さ
れ
た
後
押
し
の
賜
物
と
思

い
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
に
は
、
富
山
県
人

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
１
０
０
年
、
県
人

会
創
立
　

周
年
及
び
富
山
県
と
サ

５０

ン
パ
ウ
ロ
州
と
の
友
好
協
定
　

周
２５

年
の
式
典
に
際
し
、
石
井
隆
一
県

知
事
、
鹿
熊
正
一
県
議
会
議
長
を

は
じ
め
と
す
る
　

名
の
大
勢
の
皆

５３

様
が
、御
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
の
式
典
会
場
に
は
、
貴
家
族
会

の
情
報
と
県
人
会
の
連
絡
網
に
よ

り
、
１
０
０
年
前
に
渡
航
し
た
３

家
族
（
青
木
、
内
山
、
扇
浦
）
の

子
孫
も
め
で
た
く
顔
を
並
べ
る
こ

と
が
で
き
、
石
井
知
事
、
鹿
熊
議

長
と
と
も
に
揃
っ
て
お
祝
い
の
ケ

ー
キ
に
入
刀
す
る
な
ど
県
人
関
係

者
は
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　
す
で
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
富
山
県
人

会
も
母
県
の
貴
家
族
会
も
、
創
立

　
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

５０当
時
と
現
在
で
は
、
日
伯
両
国
と

も
に
、
ま
さ
に
隔
世
の
感
が
あ
り

ま
す
。
今
は
、
新
た
な
現
実
へ
の

挑
戦
が
、
次
の
世
代
、
２
世
、
３

世
、
４
世
へ
と
引
き
継
が
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
　

既
に
過
去
の

世
代
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
我
々
は
、
そ
の
通
過

点
に
生
き
る
者
と
し
て
、
新
た
な

変
化
に
も
前
向
き
な
情
熱
を
も
っ

て
、
新
し
い
世
代
に
『
富
山
県
と

ブ
ラ
ジ
ル
』
の
架
け
橋
を
引
き
継

い
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
将

来
に
わ
た
り
貴
家
族
会
と
弊
県
人

会
と
の
強
固
な
る
連
帯
と
友
情
の

関
係
を
保
つ
と
と
も
に
、
相
互
に

更
な
る
前
進
を
誓
い
、
改
め
て
ブ

ラ
ジ
ル
富
山
県
人
会
会
長
と
し
て

貴
家
族
会
の
末
永
い
ご
発
展
を
お

祈
り
し
、
こ
れ
を
お
祝
い
の
言
葉

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

アルゼンチン県人会
副会長　村籐　修

　
富
山
県
海
外
移
住
家
族
会
設
立

　
周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

５０ま
す
。
移
住
と
い
う
言
葉
が
死
語

に
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
で
、
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
の
家
族

会
を
運
営
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
歴

代
の
会
長
、
事
務
局
長
の
ご
労
苦

と
ご
努
力
に
対
し
、
改
め
て
深
く

敬
意
を
表
し
厚
く
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
我
々
移
民
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に

移
住
以
来
、
気
候
や
風
土
、
言
語
、

し
た
各
国
在
住
の
移
住
者
を
陰
に

日
な
た
に
支
え
て
こ
ら
れ
た
責
務

と
使
命
は
ど
れ
だ
け
移
住
者
に
取

っ
て
励
み
で
あ
り
、
心
強
い
味
方

で
あ
っ
た
か
感
謝
の
念
を
示
さ
ず

に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
元
来
富
山
県
と
云
う
の
は
海
の

幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
、
経
済
的

に
も
比
較
的
整
っ
た
県
で
す
の
で

移
住
者
は
わ
ず
か
で
す
が
、
国
際

的
な
広
い
視
野
を
も
っ
て
、
こ
れ

ま
で
新
た
な
新
天
地
を
求
め
、
海

外
雄
飛
の
希
望
に
燃
え
て
渡
航
し

た
多
く
の
先
覚
者
が
い
ま
す
。
こ

こ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
も
こ
の
志
を

継
い
だ
２
世
、
３
世
が
、
新
し
い

社
会
の
担
い
手
と
し
て
幅
広
い
各

分
野
で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
先

般
の
よ
う
な
千
年
に
一
度
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
東
日
本
大
震
災
の
国

難
に
は
、真
っ
先
に
こ
れ
ら
２
世
、

３
世
や
移
住
者
と
関
係
し
た
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
人
が
復
興
を
祈
っ
て
手

を
差
し
伸
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て

き
た
こ
の
有
効
な
繋
が
り
を
、
も

っ
と
も
っ
と
太
く
し
て
育
て
て
い

く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
残
さ
れ
た
も

の
の
使
命
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
「
一
隅
を
照
ら
す
も
の
、
世
界

の
四
方
を
照
ら
す
も
の
な
り
」合

掌在亜県人会による県訪問団の歓迎

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
県
人
会
祝
辞

ブ
ラ
ジ
ル
県
人
会
祝
辞

横山副議長の乾杯で和やかに開始 中筋國雄氏

　
富
山
県
海
外
移
住
家
族
会
は
６

月
　

日
、
同
会
　

周
年
記
念
式
典

２５

５０

に
先
立
ち
、
正
午
か
ら
本
年
度
の

定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
恒
例
の

前
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算

の
承
認
並
び
に
本
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
の
議
決
の
後
、
任

期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
が
行
わ

れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
　

年
間
に
わ
た
り
、

１６

会
長
を
務
め
ら
れ
た
鹿
熊
安
正
元

参
議
院
議
員
が
退
任
さ
れ
、
後
任

の
会
長
に
は
、
副
会
長
で
あ
っ
た

中
筋
國
雄
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

　
中
筋
氏
（
氷
見
市
出
身
、
経
歴

は
４
面
に
紹
介
）
は
、
歴
代
の
初

代
会
長
広
瀬
栄
佐
氏
（
黒
部
市
）、

２
代
目
山
田
伊
作
氏
（
城
端
町
）、

３
代
目
高
平
公
友
氏
（
立
山
町
）、

４
代
目
鹿
熊
安
正
氏
（
朝
日
町
）

に
次
い
で
５
代
目
会
長
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
新
会
長
は
、
全
国
に
存
在
す
る

海
外
移
住
家
族
会
と
連
携
し
、
財

海
外
移
住
家
族
会
会
長
に

中
筋
氏
を
選
出

　
こ
の
後
、
海
外
移
住
家
族
会
設

立
　

周
年
を
祝
い
、
同
会
と
本
会

５０
合
同
の
交
流
懇
談
会
が
行
わ
れ

た
。

　
冒
頭
、
海
外
移
住
家
族
会
の
次

期
会
長
に
選
出
さ
れ
た
中
筋
國
雄

副
会
長
か
ら
「
時
代
が
変
遷
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
移
住
者
及
び
そ

の
子
孫
の
援
護
と
弥
栄
の
た
め
の

活
動
を
現
地
と
母
県
と
の
『
絆
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
継
続
し
て

い
き
た
い
」と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
横
山
栄
副
議
長
の
音
頭
に

よ
り
乾
杯
。
そ
の
後
、
宮
腰
光
寛

衆
議
院
議
員
、
村
井
宗
明
衆
議
院

議
員
、野
上
浩
太
郎
参
議
院
議
員
、

柴
田
巧
参
議
院
議
員
ら
か
ら
お
祝

い
の
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
い
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
を

母
に
も
つ
高
岡
市
在
住
の
歌
手
隼

人
加
織
さ
ん
の
ボ
サ
ノ
バ
の
生
演

奏
が
流
れ
る
中
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
地

酒
カ
シ
ャ
ー
サ
を
用
い
た
カ
イ
ピ

リ
ー
ニ
ャ
が
用
意
さ
れ
る
な
ど
、

市
町
村
家
族
会
、南
米
派
遣
教
員
、

海
外
技
術
研
修
員
を
含
む
参
加
者

は
、
南
米
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
な

が
ら
、
和
や
か
に
懇
談
し
た
。

　
席
上
で
は
、
森
岡
、
茶
木
副
会

長
、
松
井
監
事
が
、
想
い
出
と
決

意
を
熱
く
語
っ
た
。
南
米
協
会
の

河
合
常
則
会
長
が
激
励
の
エ
ー
ル

を
送
り
、
板
倉
均
常
務
理
事
の
万

歳
で
締
め
括
っ
た
。

ゲストとして参加した隼人加織氏

周周
年
を
祝
う
合
同
懇
親

　
周
年
を
祝
う
合
同
懇
親
会会

５０５０

奥野オルダリア巴氏

　
本
年
度
の
多
文
化
共
生
推
進
研

修
員
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン

パ
ウ
ロ
州
か
ら
州
立
学
校
の
教
員

　
オ
ル
ダ
リ
ア
巴
・
奥
野
さ
ん
が

７
月
末
に
来
県
し
た
。
オ
ル
ダ
リ

ア
さ
ん
の
両
親
は
、福
井
県
か
ら
、

戦
後
の
い
わ
ゆ
る
コ
チ
ア
青
年
移

民
と
花
嫁
移
民
で
渡
航
し
た
。

　
オ
ル
ダ
リ
ア
さ
ん
は
、
事
前
研

修
の
後
、
９
月
か
ら
高
岡
市
立
野

村
小
学
校
で
研
修
を
受
け
る
。

註
　

コ
チ
ア
青
年
移
民

　
１
９
５
５
年
か
ら
中
南
米
最
大

級
の
農
協
「
コ
チ
ア
産
業
組
合
」

が
、戦
後
移
民
事
業
も
手
掛
け
た
。

　
同
組
合
の
起
源
は
、
ア
リ
ア
ン

サ
富
山
村
移
住
開
始
の
１
９
２
７

年
に
、
同
州
内
の
コ
チ
ア
植
民
地

と
呼
ば
れ
る
集
団
移
住
地
で
悪
徳

な
商
人
や
仲
買
人
か
ら
生
産
者
を

守
る
た
め
結
成
さ
れ
、発
展
し
た
。

団
法
人
海
外
日
系
人
協
会
の
助
言

を
得
て
、
発
展
に
取
り
組
む
。

前会長の鹿熊氏と固い握手

多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多
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オルダリアさんのQ&A
煙富山の第一印象は？
人が親切で優しい。

煙富山で行ってみたいところは？
五箇山で世界遺産の合掌集落をみたい。

煙好きな日本食は？
魚が好き。得に富山の魚は美味しいと聞い
ています。

煙日本の教育については？
日本の教育水準が高いことに注目し、学校
現場に関心をもっています。

煙ブラジルと日本の違いは？
きちんと四季があること。

煙日本に来て一番したいことは？
立山で雪を見たいし、登山が好きなのでい
ろんな山に登りたい。
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）富 山 県 知 事（石井　隆一名誉会長
）前 富 山 県 知 事（中沖　　豊名誉顧問
）前 会 長（鹿熊　安正凱名誉顧問
）衆 議 院 議 員（村井　宗明顧 問
）衆 議 院 議 員（宮腰　光寛顧 問
）衆 議 院 議 員（橘　慶一郎顧 問
）衆 議 院 議 員（長勢　甚遠顧 問
）参 議 院 議 員（野上浩太郎顧 問
）参 議 院 議 員（山田　俊男顧 問
）参 議 院 議 員（又市　征治顧 問
）参 議 院 議 員（森田　　高顧 問
）参 議 院 議 員（広野　允士顧 問
）参 議 院 議 員（柴田　　巧顧 問
）前 衆 議 院 議 員（綿貫　民輔顧 問
）前 衆 議 院 議 員（萩山　教嚴顧 問
）前 衆 議 院 議 員（橘　康太郎顧 問
）元 ブ ラ ジ ル 大 使（吉田　健三顧 問
）県 副 知 事（植出　耕一相 談 役
）前 小 矢 部 市 長（大家　啓一相 談 役
）ＹＫＫ㈱代表取締役社長（吉田　忠裕相 談 役
）北陸アルミニウム㈱社長（荒井　　毅相 談 役
）㈱ 北 陸 銀 行 特 別 参 与（八嶋　健三相 談 役
）北 日 本 新 聞 社 顧 問（上野　隆三相 談 役
）元 県 議 会 議 長（八倉巻忠夫相 談 役
）元 県 議 会 議 長（坂井　昭二相 談 役
）元県議会議長・元理事長（向井　英二相 談 役
）元 県 議 会 議 長（大上紀美雄相 談 役
）元 県 議 会 議 長（竹内　弘則相 談 役
）元 県 議 会 議 長（北島秀一郎相 談 役
）元 県 議 会 議 長（横田　安弘凱相 談 役
）元 県 議 会 議 長（仲　外喜雄凱相 談 役
）元 県 議 会 議 長（梶　　敬信凱相 談 役
）前 県 議 会 議 長（鹿熊　正一相 談 役
）元 県 議 会 副 議 長（山本　　修相 談 役
）元 県 副 知 事（大永　尚武相 談 役
）前 県 副 知 事（齋田　道男相 談 役
）元 県 出 納 長（横沢　隼人相 談 役
）元 県 出 納 長（澤合　敏博相 談 役
）前 県 出 納 長（塚原　鐵二相 談 役
）元教育長（第１３回青年の翼団長）（山崎　弘道相 談 役
）元 県 教 育 長（八木　近直相 談 役
）元 県 教 育 長（橋本　　清相 談 役
）元 県 教 育 長（福岡　　隆相 談 役
）前 富 山 市 助 役（石田　　淳相 談 役
）前 富 山 市 副 市 長（杉原　信介凱相 談 役

）前 参 議 院 議 員（河合　常則凱会 長
）富 山 市 長（森　　雅志副 会 長
）高 岡 市 長（高橋　正樹副 会 長
）北日本新聞社代表取締役社長（河合　　隆副 会 長
）ＹＫＫ㈱代表取締役副社長（佐々　裕成副 会 長
）全 国 商 工 会 連 合 会 長（石澤　義文副 会 長
）県 議 会 議 員（四方　正治凱理 事 長
）北日本新聞社代表取締役副社長（板倉　　均常務理事
）北 日 本 新 聞 社 相 談 役（松任　敏雄筆頭常任理事
）砺 波 市 長（上田　信雅常任理事
）県 議 会 議 員（米原　　蕃常任理事
）県 議 会 議 長（坂田　光文凱常任理事
）県 議 会 議 員（高平　公嗣凱常任理事
）県 議 会 議 員（杉本　　正凱常任理事
）県 議 会 議 員（坂野　裕一凱常任理事
）県 議 会 議 員（菅沢　裕明常任理事
）県 観 光 ・ 地 域 振 興 局 長（夏野　　修凱常任理事
）県 教 育 長（寺林　　敏凱常任理事
）富 山 市 副 市 長（老月　邦夫凱常任理事
）高 岡 市 副 市 長（高田　　哲常任理事
）富 山 市 議 会 議 長（五本　幸正常任理事
）高 岡 市 議 会 議 長（高畠　義一凱常任理事
）北陸アルミニウム㈱監査役（荒井政四郎常任理事
）高 岡 市 議 会 議 員（柳清　利勝常任理事
）富 山 国 際 学 園 常 務 理 事（押田　　博常任理事
）元 県 農 林 水 産 部 長（上江　崇春常任理事
）元 県 生 活 環 境 部 長（松本　　寛常任理事
）富山県海外移住家族会理事（山本　　清常任理事
）富山県海外移住家族会理事（大野　　修常任理事
）富山県海外移住家族会理事（恒川　健三常任理事
）事務局長・同　家族会専務理事（橘　　秀雄常任理事
）県 議 会 議 員（山辺　美嗣凱理 事
）元 城 端 町 長（川田　哲三理 事
）㈱新日本コンサルタント代表取締役会長（市森　　武理 事
）県 青 船 会 相 談 役（堀田　義雄理 事
）北 陸 書 道 院 理 事 長（青柳　志郎理 事
）富山県海外移住家族会副会長（中筋　國雄理 事
）元 県 青 年 の 家 所 長（村田　郁雄理 事
）元 県 出 納 事 務 局 長（湯上谷　勉理 事
）社 セ ー ナ ー 苑 顧 問（成瀬　弘生監 事
）富山県海外移住家族会副会長（森岡　元就監 事

富山県南米協会役員名簿 （平成２３年６月２５日現在）
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本年度予算額
Ａ科　　　　　　目

△４００，０００２，７００，０００２，３００，０００会 費
富山県
 １，０００，０００円０２，７７０，０００２，７７０，０００助 成 （ 負 担 ） 金 市町村
 １，７７０，０００円
前年度は南米親善
訪問団△９，９５４，０００９，９５４，００００特別（周年記念）事業
災害時の基金取崩
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△１０，０９０，０５７１６，０５０，５６９５，９６０，５１２合　 　 　 計

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月３１日
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Ｂ
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２３２，４３１２，１１３，５６９２，３４６，０００事 業 費
南米ととやま ２回

０６５３，０００６５３，０００機 関 紙 発 行 費 南米協会だより
 ４回
資料購入、ホーム
ページ更新料５０，０００１９，０００６９，０００南米関係情報費
富山（帰国生徒追
加）・高岡１８０，０００５３０，０００７１０，０００ポルトガル語教室開催費
受け入れ協力、交
流活動支援０１５４，０００１５４，０００留学生・研修員受入協力費

０１００，０００１００，０００郷土訪問者歓迎費
０１７０，０００１７０，０００懇談・交流事業費

災害時の見舞金０１００，０００１００，０００移住者援護事業費
南米各国へ図書送
付等０２０５，０００２０５，０００日本語普及事業費

２，４３１８２，５６９８５，０００在県南米出身者支援事業費
０１００，０００１００，０００県出身者関係者の調査

海外移住家族会５０
周年△１０，３６０，０００１０，６６０，０００３００，０００特別（周年記念）事業費

３１，０００２，９８４，０００３，０１５，０００事 務 費
０２２５，０００２２５，０００会 議 費

３１，０００２，７５９，０００２，７９０，０００事 務 諸 経 費
０２，０００，０００２，０００，０００人 件 費

１，０００６９，０００７０，０００旅 費 ・ 交 通 費
３０，０００１３０，０００１６０，０００通 信 運 搬 費

０１６０，０００１６０，０００印 刷 費
０４００，０００４００，０００消耗器材費・雑費

行政財産使用料、
維持管理費０２９２，０００２９２，０００賃 借 料

６，５１２１，０００７，５１２予　　　備　　　費
△１０，０９０，０５７１６，０５０，５６９５，９６０，５１２合　 　 　 　 　 計

Ⅰ　事業方針
　本協会の設立目的に沿い、中南米諸国において活躍されている富山県出身移
住者及び子弟家族との絆をより一層強めるとともに、父祖の郷土富山の地縁・
血縁並びに風土に培われた文化をよりどころとして、将来にわたり本県と移住
先との交流を深め、これらの諸国・地域との友好親善の促進に寄与するため、
次に掲げる事業を実施する。

Ⅱ　事業計画
１．機関紙の発行事業
　　本会の機関紙、「南米ととやま」を毎年度２回、「南米協会　だより」を４
回発行し、中南米諸国の情報、本県関係者等の　消息及び県内の出来事を掲
載して、会員及び関係機関に送付するとともに、南米の移住家族等に配布す
るため、各国所在の県人会本部と同支部にも航空便により送付する。

２．南米関係情報事業
　　ブラジルの邦字新聞等を購読するのをはじめ、内外関係機関による定期刊
行物、現地の県人会などから中南米地域に関する各種の新しい情報を積極的
に収集する。また、ホームページを新しく立ち上げ、ポルトガル語版のペー
ジも加え、従来のもの（廃止）より内容を充実させ、南米からのアクセスも
容易にできるように改める。

３．ポルトガル語教室開催事業
　　南米諸国を含め外国を理解し、友好親善の促進を図るためには、コミュニ
ケーションの手段としての言語による対話が最も効果的であり、相手のこと
ばと文化を知ることが重要である。本年度もブラジルの公用語であるポルト
ガル語教室を富山市（初級・入門）及び高岡市の両会場において開設する。
なお、２３年度では、景気低迷による雇用不安及び東日本大震災に伴う津波に
よる原発事故の放射能問題の懸念から南米に帰国する日系人が増加してお
り、子どもたちが帰国後現地の教育に再適応できるように、日系人の子ども
を対象にするクラスを新設する。

４．留学生・海外技術研修員等の受入協力事業
　　毎年度、本県に招かれる南米諸国出身の県費留学生・海外技術研修員及び
多文化共生推進研修員らが、滞在中に県内において行う交流活動等に対し、
協力し支援する。
　　なお、２３年度に来県予定の海外技術研修員及び多文化共生推進研修員が、
本会はじめ関係機関で企画される各種交流行事等に参加できるよう、受入れ
大学、研修先等に配慮と協力を呼びかける。

５．郷土訪問者の歓迎事業
　　一時的に帰国し、県内に里帰りされる南米諸国からの訪問者に対し、効率
的に短期間で、富山の風土に親しんでもらうため、要請に応じて関係機関と
連携し、県内の産業・文化施設や立山黒部、五箇山など自然景勝地へ同行し
案内する。また、必要に応じ、懇談会を開催して情報交換等を行う。 

６．南米諸国関係者との友好・交流事業
　　本県と南米諸国との文化、経済分野における一層の友好親善の促進を図る
ため、あらゆる機会を利用し交流パイプの強化に努める。

７．移住関係者への援護事業
　　本県出身の南米移住者及び家族が、万一、病気、事故等による長期入院を
はじめ、火災、天変地異による自然災害等の不慮の事態に遭遇された場合に
おいて、当該家族の立直りのために支援が必要と認められるときは、本会の
「移住者援護基金積立金」を取崩し、現地県人会等を通じ見舞金を贈る。な
お、近年においては、昨年も南米で気象異変により豪雨災害があったものの、
幸いにして県出身者の被災は報告されず、適用がない。

８．現地での日本語の普及事業
　　ブラジルをはじめ、中南米諸国の本県出身移住者の子弟の日本語学習に役
立てるため、広く一般にも寄贈を呼びかけ、収集した書籍等の資料に加え、
本会の購入新刊書と併せて南米各国の現地県人会の本部及び支部に対し、送
付する。

９．県内在住の南米出身者支援事業
　　県内在住の南米出身日系人約３１１６人のうちブラジル２，９５１人の大部分は、
所謂デカセギとその家族とみられる。そして長引く経済の停滞に加え東日本
大震災により、多くが雇用不安や収入減に直面している。このような状況に
鑑み、民間の支援団体等と連携し、食糧支援を含む生活の支援を行うほか、
日系人の子どもの教育問題などに関し、地域レベルの支援体制の充実を働き
かける。
　
１０．県出身移住者名簿の調査・整備事業
　　富山県人初の南米移民（明治４２）から、すでに一世紀を経過し、移民第一
世から子孫に世代が降下するに伴い、母県との地縁や血縁の意識が薄まる傾
向にある。このような状況の中において、県出身の移住家族子弟が必要に応
じ自己のルーツをたどるため、基礎資料を整備しておくことが不可欠である。
将来とも、幾何級数的に増大する移住者の子弟家族を念頭に、関係者との交
流発展の基礎資料にするため、南米諸国へ移住された先駆者から現在までの
移住家族（三世代まで）の異動について、継続して調査する。
　　なお、２０１０年南米親善訪問団等の交流により、現地県人会との親密度が深
まったので、今後の進捗が期待できる。

１１．特別周年記念事業
　１　富山県海外移住家族会設立５０周年記念事業への協力
　２　在亜富山県人会創立４５周年記念事業
　
１２．南米関連イベントへの協賛等
　　県内において開催される中南米関連イベント等で、本会の趣旨に照らし適
切なものに対し、協賛又は後援を行う。

自　平成２３年４月１日
至　平成２４年３月３１日平成２３年度　事業計画


